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第３回会議までの検討内容及び第４回会議検討の視点 

 

市民病院の役割 

� 「地域完結型医療」 

� 「救急医療」 

� 「高度医療」 

� 「小児・周産期医療」 

� 「災害医療」 

� 「へき地医療」※必要性について別途検討 

 

 

市民病院の今後の方向性 

� 地域の基幹病院として、役割を十分に果たしながら

地域に必要な医療提供体制を確保し、安全で質の高

い医療を持続可能なものとするため、経営健全性の

確保を図る。 

� 地域医療機関との機能分担を進めるとともに、連携

の強化を図る。 

 

 

経営改善に向けての目標 
平成 24年度に経常収支を黒字化し、累積欠損金の段階

的な縮減を図る。 

 

 

経営形態の検討 

現行の「地方公営企業法一部適用」を含めた５形態につ

いて検討を行う 

� 「地方公営企業法一部適用」（現行の経営形態） 

� 「地方公営企業法全部適用」 

� 「地方独立行政法人（非公務員型）」 

� 「指定管理者制度」 

� 「民間譲渡」 
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経営形態検討の考え方 

� 市民病院における課題の抽出 

 

� 課題解決のために必要な取り組みの検討 

 

� 役割を果たすとともに、効率的な病院運営に適した経

営形態の選定 

 

 

市民病院の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回会議検討の視点 

� 運営上の課題解決に向けた取り組みは十分か 

 

� 現時点において収支計画は順調に進んでいるか 

 

 

 

 

 

� 制度上の課題 

・人事・給与に関する課題 

・予算に関する課題 

・契約に関する課題 

・事務職員育成に関する課題 

市長部局との綿密な調整を行うことなどにより、柔軟

な対応を行っており、概ね課題はクリアされている 

� 運営上の課題 

・医師の確保 

・看護師等医療職（医師以外）の確保 

・紹介率・逆紹介率の向上 

・恵庭市との広域化の推進 

・収支の改善 

課題解決に向けた取り組みの検討 

果たすべき役割を実行し、かつ効率的な病院運営を

行うことができる経営形態は何か 


